
昭和48年度 関 口 豊 治

田j内の世帝数が600

戸を超え、向冶会事務

も大変になりましたc

また 常 使い制度 (前

出)も 大変とので、他

の町で実航しているよ

うに、事物貴を採用したらどうか、というこ

とになりましたこそして、同J内で募集したと

ころ、FL所者●4数人あったので、面接試験を

行いました.

また、このころ、道路舗装かしきりに行わ

れましたが、3%の 負13金があり、これは自

治会で自担しました.

昭和49年度 高 橋 秋 雄

この年は669世帯、

組 数40組 とな りま し

た。そして、事務員に

木下良子さんを採用し

ました。

また、この年に公民

館運営委員会も設置しました。

この年に引地で納涼大会が実施されていま

す 。

さらに、団地に雑排水用の下水道か追加埋

設されることになり、公民館で説明会を持ち

ましたぅ市の説明ですと1戸 当うの負担金は

前回並とのことでしたが、 現地の会長の補足

説明によると10,800円だったとのことです。
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●アラブ石油輸出回機情 (OPECIが 各国

の対イスラエル政策転換を要求して原前供

給削減を行った。このため石lt危機とな,

テ リ紙 ′`‐ッタなど、ォイルショックと

なった.

OIH休2日制がひろがり、余暇利用が話題と

な り始めた。

()日航機がアムステルダムで乗取られ ド′(イ

空港に着陸 したが爆発事故をおこし、女性

把人が死亡した

OIt日 法が敦Fに なり、日曜と祝ロカ`重なる

場合は翌 日を休日とすることになったし

●流行語 「じっと我 まんの ,で あったJ、

「ちょっとだけよJ

●石油ショック以来諸物価が高性したため政

府は国民宅活安定累急措置法に基づいて(I

油 ガ ス テ リ祇などの標準価F4を決め

た。

0大 企業をねらう連続曝成事件が起きた。

C不 況が深刻化し、経済成長率は実質マイナ

スとなった。な業の劇産が続出しため

O金 ,【問題通求で日中首相が退lg、こ木内閣

が発足 した。



この年、自冶会貸の子 十H召和39年参叫)を

女産割20%、 市民■普Ⅲ20%、 均等告Ⅲ50%、 ■

上瞥110%と  均 等芋Jの比手を高めることを協

訴してヨ年度へ申し送 ,ま した.

この“度の缶笹私は517●でしたここの年度

の前,年2月 1日 に南橋体協が発にしておりま

す ま た 打 橋新公民館がこの年に若Iし て

おります

翌年 自 冶会長をして頂 く予定だった金十

保二郎さんが体調をど くしたため、結会では

会長とE‖会長を選びました。

昭和50年度 小 池 国 男

岸は荒牧でも納涼大

■があったのですが、

久しくとだえておりま

したところ、前年度に

同地で実施したので、

団地の役員と協議して

町全体のものとして実妊しましたE

この年、9月 に体協荒牧支部を結成しまし

たが、この年は、支部長は自お会長が兼任し

ました,そ して日』内第 〕回のパレーボール大

会を実施しました。

この年、申,i活運動を実施することにたり

香とは1000円 以内とすることなど中し合わ

せました.

従来の自治会費の賦課方式には実論が多い
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桃木川添いの通字路

●不ilがますますrフ1化し、売々共業キは

108万人と8年よ りに100万人を4は した,

ソ■一は不,兄■氷から8000ノ、の一時帰体

を行うと発表した。

r)山陽新幹線が博多まで開通したち

|〕この年、暑た,が全国各地であばれ出した,

●沖縄海岸博が行れたこ

●日本ホ草の5ブ、がマレーシアてアメリカ

スウエーデンの大使館を占拠し、日本にlEI

置lR役中の F′、の赤軍iにのR枚 を要Ⅲし

た。政府は人道問題として 「超法蛇白う解渋」

によみきり、出日をIFイドした2ノ、をFr‐く5

人を練抜出国を記めた.服 役中の音を過は

派の要求で釈比したのは初めてで、大きな

議論を呼んだⅢ



ので、12月に検討草を開き、固定資たのある

旨、1額 800円、ない者、200mと決め、コ「午

度から実施することにたりました.

また、この年、母子保健推進委員会が発足

してヽます!

昭和51年度

この年から体協が木

f合的に活動し始め、′(

レーボー ′し、 ツ フ ト

■―ル、Ⅲ球、町内連

動車、マラツン大会と

夕饉 日を こな しまし

,こ

また、高品消防後援会

クト陥手を社長も参加して

もこの年からです。

団地の戸敗も増えたの

との話が,(「結代からあ

ツケー トをとったところ

であったと報告がありま

昭和52年度

この年からと人福れ,

対策活動が始まり、と

ノ、学設も公民館で行れ

るようになりました。

また、青少年健全奇

成■と、公民師理常委

員は祖長全員が当るこ

が発'としました. 陀

行うことになったの

で神社当旨をどうか

ったため、団地でア

、ま成10%、反対36%

した。

小 池 利 二

とになりました。

- 34 -

●文部省は小 Ⅲ  高 の核筋分■のためとし

て十任伸度を設けた。

r)この年の流行譜 「あんた、あの子の何なの

さ」、「ホヘル年団」、「オヨヨJ、「ちかれた

び 」

こ)この年の流行歌 「H召和枯れすすき」外.

●ツ連のグ,ム イi,,卜相が来日したが北方領

主問題についての進葉はなかった。

,国 PI控賃 i舘  電 話 郵 便tl金 電 気

カス 米 価 遷  L僚 費 NHK受 信料な

ど公共的 1ヽ生か軒なみ値 しかりし、国民生

活を圧迫した.

●iつ子が誕■し、明るいニュースとなった.

●東北 Jヒ海j芭地ブ)を穀後最大の冷書がおそ

t こ れらの地′ナではF夕Jな問題となった「

Э旨視庁に,ノ キード事件特"1接4本 部が設

けられた.

0植 国内閣が成立した。

0こ の年の流行歌 「およげたいゃきくん」

0大 蔵省の発表によると、わが国の国際収支

は5年耳りに黒字となった。

C円 高が進行し、 1ド ル230円合となったが

円高イくLLで 令策の例産が続いた。

0吉 酸'―ラ、言酸チョ,など、無岩別殺人

事件が相次いで、人びとの不安をかった。

O医 科大学の寄十1金による実日入学、大学ぺ



日折の会費の最低がこの11から300円にな

りました。

町内運動会に70才以上を招待したのもこの

ころからです。町内一斉帝柿を毎月第 1日燿

に行うことにしたのもこの年でした。

この年、防犯昏を11俺増やし、合計81燈に

なりました。

公民建へどンク電話を入れ、中込金が 7万

円、工事費が約 2万 円でした。

この年度に市会譲員が 2名 当選 しました。

昭和53年度 養田隆次郎

老人対策の芽生え

H寓和53年、前回より

又11年たった。

世常故967声、祖長

57名 (内団地11名)、

正に大世帯となった。

幸に49年度より、事務員を採用していた (木

下良子氏)。

この年は先ず、セ人福祉対策協議会の発会

であった。乃ち65■以 li市より、千11とが、

設ける事となり、市の希卑により、民生委員、

長寿会、婦大会等、其の他4回 体の協力を得、

自治会長の要請にて実現されたのであった。

事業として、|)高齢を学級の継続 (昨年は市

の奏託により行れた)、惚)町内運動会に全員

招待 (昼食f )ヽ、13)寝たきり老人の忠問見舞、

“)ゲー トボールの実現は次年度 よりとなっ

た。次に地区代表制度の実現、又自治会会員

名棒 (第 ‐回)の 作成に取掛ったのは11月で

あった。英の他久しく懸案となっていた一本
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試の不Fな どが続出した。

C)規や先生にしかれた小学生が自殺するとい

う事件が続出した。

O北 海道の行珠 が 34年ぶりに爆発した。

0巨 ノ、の工送子が本曇打世界最高記録756号

を9月 3Hに 達成したⅢ

O日 航機がインドでネ年派に来取られ、町R役

中の9人の釈, を々要求され、政府は3人を

除き6人 を釈及、凹外晩出を認めた。

O円 高、貿易黒字でありなから不況が定肴じ

相変らす企業の例産が続いた年であった。

()サラリーマン、主婦、学生などが金綾機関

から金を借り、十り子がかさみ、返済できす

に家出や自殺する事件かケ発し、サラ4の

利子や忍質な業者の出現が社会問題化して

きた。この年から 「サラ金」 という言葉か

流竹結になった。

O九 州Ⅲ地方では佐をと雨なし日本連続して水

不rtとなり、給水制限が続き、恨本的な水

対策が要求された。

○東京、1叫同谷のア本一 卜で群馬県長晏,原町

の女子大生が啓察官にAL器された上、殺さ

れた事件は、夕くのlI民に4く安を,え た。

○伊豆半島を中心に、関末、束滝地方にマグ

ニチェー ド7の地震がヽそい、死者25人、

負傷旨争数を出した。この際に余震情報を

出したのか「2時 間以内に大地震が起きる」

というデマとなって流れ、″ヽニック状態と

なった。



橋ば'の相1水工事の完成をHLたのてあった て

‐~ノ、センクーの改1 上́京の起工式があり 地

元自店=長 として歩'日した.

この年、「ナンチャッテ!か れ行した,

昭和54年度 高 橋  伐

昭和55年度 高 橋  勇

この年には世常枚 も

増 え コ J刷4」く)多 く

なったので回転式の,サ

吊Ⅲ性を希 スしました=

また、E同 堂即tr第_

同立 明 車を 行い ま し

また、自右との4即 と資資の改止を'1って

お ります  こ の年、 r, 1車 trも叶 ′、してお り

ます=■ ― 卜■―ル′(=1所 lⅢ 力 1行わ't

ました:

この■ 受 す荘いだ世常教は9,2■て ノ、

山li3 65 0名でしたが、100()百を超えました,

この年力ら地に代表会議を時お ウ開性する

ようにな,ま した=

また、言少年陛全育成4々 IJと 公 民賠通

古宏員■紀RJの改正をイiいました― ま た こ

の年から 「荒核だよりJを 発行しました=

Fjttl Sは13垣新設しました,ま た、この年

に八木師保存資、商工規睦全、青年4な どが

発足してお りますコ

iこのlⅢよ原‖が価上が,し 、円々となった

ため国民任治は吉しくなり 省 エネの気長

が高まった

:宗名 日 本坂 トンネルで★ヨ敵があった.

:この手 東 京■ ミットが行われたこ

この年のたと■は 肖費型II加価値れを卓 ス

する動きがあったため 白 民か目“北した,

:★平内閣が誕生した

|千業の神賢rキて飼っていた トラが逃げて大

さわきとなったt

i六 ンタの ラブラブが死亡した=

古鳳20号が 日本を■Tば した!

ど4舛績たのブti吉水トンネル内でに業員16ノ、

か'セ亡するとtう事敵があった=

■阿軒 水 曽御岳"i寡たした.

この年に自治会長をする予忙だった関ロイナ

FEさんが体調をこわ したために、画J会長をr7

監せすに、いきな,自 冶会長に押し出さlt、

日輪今からみた荒牧
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「困ったJ と  ヽ,の が

実感ですコしかし、こ

の町には、地区代去と

い,強 力な白冶会役真

が10名もおりまして、

いろんな事業を先頭に

また、前年度では公民館の便所を増設しま

したが、この年には公民館の建物の改修と畳

の表替えを行っています。

青少年会館の建築問題については、前年に

引続き何円もヒ談会を行いました。その結果

道路の拡幅、下水管の埋設などが実施される

にって,肖化して くれるので本当にlllかりまし

た,こ の年の最大のものは、区LF驚母への対

店でした。木知の事業への話 し合いは一進一

退をしながらも一定の方向が出そ うにな りま

した[

この年、荒敗川原線の道陥を20mに 拡順す

る話がでて 説 明会が もたれました。

また、青少年会館ができることにな りまし

たが、交通、排水などに問題があ り、教育長

に申し入れをしました。

また、この年度に市読選で 2名 が当選 しま

し,■

昭和56年度 栗 林 和 男

この年の最大の事業

は、区画韓理協議会の

発足でした。何回も何

回も話し合いをもって

ようやく3月 に発足い

たしました。
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0こ の年は企業の倒産が,i問18000件を超え

るというきびしい年であった。

O大 平4相が急死した。

O巨 人長島が辞任、子も現役を引退した。

O鈴 木新内閣が発足した。

0静 岡駅前地下fFjで大曝発があった。

Otス クワ五輸に日本は不参加

O問 越自動車道が前橋まで開通した。

O前 橋工が2年連続甲子国に出場した。

O異 常冷夏となり農産物に痛手を負った。

O山 口百恵が芸能界を,けとっ

O旧 前高を借りて初の県ヤ女子大入試行われ

る

()上建新幹線用中山トンネルで異常出水

02浪 の息子が両親を修殺する事件があっ

た。

O企 業の劇産が相次いだ年であった。

()北炭夕祭新鉱でガス惨事があり93人が長牲

になった。

O神 戸でボートビアが行われた。

O福 井教接がノーベル質を受賀

O三 和銀行でオンライン詐取事件があった。

O,一 マ法王が初来日した。

○東京で通り魔、ヽ子ら4人利穀される。

O前 信群弓町支店に猟銃男、700万円をう。

O千 代の富士が績細に昇進。

O関 越トンネルの補助坑が自通した。

○瀬古が■ストンイラツンで優勝。



ことになりました。

また、この年に町政30年誌発行の準備会を

行いました。

昭和57年度 山 田 光 一

世 常 な  1,18 7戸

人  に  女 2,148人

男21197人

合  言 卜  4‐345人

地区代表 上 宿 下 宿

新田束 中 荒牧

団地 各 地区 2名  合 計10名 組 長65名

4月 28日 58同 体民泊協力家rt意向詞在

民泊家「r 33戸  宿 泊人数 123

人

6月 5日 青 少年会館核工式

荒牧町白治会地区代表以 上出席

地  番  荒 牧町 2番地の12

政地面積 8,622m(市 有地)

を 両 債 1,280f(延 面積2、736ぱ)

構  造  鉄 筋コンクリー ト造 り3階 を

付属施設 駐 車場80台

運動場その他 1,50011

終 二 費 452,100千円

7月 17日 荒 牧小開枝10周年式典

関係町 自治会長及び PTA出 席

昭和58年度 小 池 鉄 雄

待望の第38回国民体育大会が、本市を主会

場として県内27市町村で、40競技が行われま

した。そして 「あかぎ日体Jを テーマに、又
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O物 価の上昇は低かったが、 世界的な景気の

後退て輸出入も減少、企業rl産も多く、売

全失業者が165万人にのばった年であった。

Oホ テルニュージャパンで火災修事。

〇羽田沖で日航機が墜落した。

O鈴 木首相が退時、中管根内閣が発足

0東 北 上 越新幹線が開業した。

Oニ セ5000円札が大量に作られた (大分)

0ブ ,野球、西武が初の日本 一になった。

0500円 硬貨が発行になった。

〇北炭夕張が閉山した。

O台 風10号が各地で晏れた。

O中 国の日本人41児60人が肉親捜しに来日。

①参議院全国区が比lal代表制になった。

O公 務員のベースアップが凍結された。

O水 上町のサリドマイド少年がJヒアルプスで

大滑降をした。

O国 鉄足尾線が残止対象になった。

〇田中元首相に有罪判決があった。

0大 韓航空機がツ連上空で撃墜された。

O日 本海中部地震、東北地方は大被害。



「風に向かってたろ

う」をス,一 ガンに、

文布年と友愛の祭奥第

19回室のあかぎ大会が

行われました。あかぎ

国体に於ては、国体史

○三宅島で大噴火があった。

○レーガン大統領が来日した。

○期のドラマ 「おしん」がブームになった。

○初の体外受精児が庭生した。

○ 「つま恋」でプロバンが爆発、14人死亡。

①青函トンネルが貫通。

ヽ 以上32名の方々です。

町内に宿泊した県名は、官城県、青森県、

私田県、岩手県、編島県、兵庫県の各選手団

で人員は134名てした。

58年度の荒牧町白治会の主な行事として

は、

7月28日 民 泊協力員を選出し次の方々が民

泊家庭へ選手等の案内をいたしました。

九 山 孝 利 石 原巳代次 関 El一 三

柄 沢 利 夫 養 日 和 夫 羽子 田長寿

関 口弥兵 筋 山 口  清

9月16日 民 生児童委員の任期満了のため選

考委員会を開催、選考委員、自治会3役、地

区代表、団体長、民生児童委員総務の皆さん

により次の方々が選ばれました。

都 九 静 江 高 橋 啓 作 小 池 目 雄

山 田 光 一 佐藤 は じめ 古 谷あや子

の6名の方が権高されましたが、人口の増加

にともない2名の増員となりました。

2,27口  青 少年補導推進員の任期満了につ

き次の方 が々推薦されました。

古 谷 一 雄 小 他 目 雑 養 回 傍 三

L初の大量得点で天皇、皇后両賜杯を手にし

ました。室のあかぎ大会では、不自由な身体

で全力を様くしての銃技には、感動する場面

も数 あ々りました。荒牧小の技隊も万場拍手

で堂々と演技をはたし観客の,とを圧倒してく

れました。子供達にとっても生産忘れ得ぬこ

とでありましェう。又町内の婦人の有志の

方 に々は2年間の特訓を受けた成果を、E私

の開閉会式に民謡おどりを立派に披露してく

れました。又民泊家庭の皆さんには選手監督

の宿泊に御協力いただき献身的な奉仕をいた

だき心から軟意と感謝の気持を表したいと思

います。ここに御協力いただいた方々をご紹

介致します。

関 口金次郎 小 池 国 男

角 日 利 幸 矢 端 祐 三

都 九  弘 山 田 勝 己

官 回 秀 b■ 河 野 ヒ サ

石 口  弘 案 原  正

小 泉  勲 金 丼 辛 二

三 橋 紀 夫 春 山 義 夫

内 口 忠 行 揚 浅 重 大

87.九 光 治 根 岸 邦 兵

久 我 久 離 阿 久沢和校

山 田 知 弘 渡 辺 重 郎

石 田 明 雄

高 橋 邦 男

都 九  勝

山 岸 正 殺

橋 本 好 生

雪 竹 靖 衛

鮪 田 良 一

大 奏 英 明

真 下 雅 太 郎

井 上 信 二

′
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